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■会議結果報告書■ 

会議の名称 
令和５年度第１回札幌市子ども・子育て会議児童福祉部会 

ひとり親家庭等自立促進計画作業 WG 

日時・場所 
令和５年６月 30 日（金）10：00～11：00 

局会議室（WEB 会議） 

出席委員 

５名／７名中 

加藤 弘通（議長）、箭原 恭子（副議長）、猪狩 ふみの、椎木 仁美、 

村山 光明（敬称略） 

傍聴者数 ２名 

議事 概要等 

○議題 

 ひとり親の現

状と課題につ

いて 

＜審議概要＞ 

事務局より、以下の資料と、欠席委員から事前に受けた質問に対する説明を

行った。 

・資料１ 札幌市の現状 

・資料２ ひとり親家庭等の生活と意識に関するアンケート調査結果（概要）

＜主な委員質問・意見＞ 

〇 加藤議長 

・ 資料を見ると母子・父子世帯の違いも見えてくる。 

・ 父子家庭では相談先や利用できる制度が分からないといった特徴があり、

子どもと食事を摂る時間を取れない等、長時間の仕事と子育てを両立できず

仕事を辞めざるを得ないといった状況もあるようだ。孤立無援状態となりが

ちな中で、離婚当初だけではなく、継続した支援を行うことがより重要であ

ると思われる。 

・ 母子家庭では、体調を崩した際に同居ではなく別居の親に面倒を見てもら

う人が多いことからも、自分の親とは別に居を構えて生活している傾向にあ

ることがうかがえるが、それもふまえ離婚後の住居や生活費の確保等、離婚

当初に手厚い支援を行うことが重要と思われる。 

〇 猪狩委員 

・ まずは、離婚した当初に「どのような支援があるか」を分かりやすくまと

めた形で伝える必要がある。自分で支援策を探すところまでたどり着けない

という人が多い。 

・ 孤立しないような支援、例えば施設であれば体調を崩した際にある程度面
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倒を見られるがそうではない場合、行政として頼れるところを作っていく必

要があるのでは。 

・ また、子に対し、大学生等の「ロールモデル」を示すということについて、

ひとり親の中には、親自身の経験が少なく、子に様々なことを伝えられない

といったケースが見受けられる。勉強だけではなく、幅広い経験を積めるよ

うな取り組みになれば。 

〇 箭原委員 

・ これまでの支援の形は、「まず正社員就労を目指し、働けない場合は生活

保護」というような流れがあったが、今後は、例えば病児保育や貸付の整備

など「子育てしながら仕事を続ける」ということに対する支援がより重要に

なってくる。 

・ 他市の良い取組をピックアップして取り入れていくべき。 

〇 加藤議長 

・ 高校生の年齢で、就学援助を希望する声がやはり多い。経済的な理由で大

学進学を諦めるケースがあるように思われる。大学進学に対しどう支援する

かは、大きな課題であると感じる。 

〇 箭原委員 

・ 札母連でも高校生を対象とした奨学金事業を行っており、子が高１の段階

で「卒業後の進学費用を考えておくように」と助言しているが、日々の精い

っぱいの状態でなかなかそこまで考えられない。 

・ 具体的には児童扶養手当を生活費にあて、児童手当を進学費用として貯金

するようアドバイスしているが、高校生からではなく、例えば中３の段階か

らでも今後のお金に関するセミナー等やる必要があるかもしれない。 

〇 椎木委員 

・ 父子家庭で、相談先がないとの回答が多い件について、制度の名称として

「母子・婦人相談員」等、男性を対象としていないように見える事業があり、

男性が利用しづらくなっているのではないか。 

〇 事務局 

・ 専門性や他業務と兼務（DV相談）の問題があるため、女性は区役所・セン

ターの相談員、男性はセンターの父子専門相談員と分けた体制になってい

る。 
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〇 椎木委員 

・ 自由記載欄にあった、養育費の行政立替についての検討状況を教えて欲し

い。 

・ 面会交流はＤＶや連れ去りの懸念があるため慎重な対応をするとの方向

性のようだが、実際に裁判で面会交流が決定した際等、例えば同行支援等何

かできないか。 

〇 事務局 

・ 養育費未払いの問題について、現時点では、養育費確保支援事業として３

つの内容（民間 ADR活用費用、公正証書作成費用、民間保証会社利用費用）

に対し補助を出している。他のメニューについては現在検討中であり、今後

動きがあれば報告したい。 

・ 面会交流については、難しいところではあるが、他市や国の動向を見つつ

慎重に検討したい。 

〇 椎木委員 

・ 実際に支援をしている立場として、「当事者が動くための費用補助」だけ

ではなく、養育費の立替等直接的な支援についても期待したいところ。 

〇 箭原委員 

・ 自由記載欄に記載があった、分かりやすいフローチャートの作成は今すぐ

できることではないか。離婚届出時に書類の横に置いてほしい。 

〇 事務局  

・ 現在も「シングルママ・パパのためのくらしのガイド」を配架しており、

その中にフローチャート等もあるが、見せ方を含め今後検討したい。 

・ ここまで色々と意見があったところだが、今までのような離婚後のことだ

けではなく、その前からの部分でどのような情報発信ができるか考えたい。

〇 加藤議長 

・ たとえ資料があっても、それを「読めない人」がいる。行政の文書はやは

り文字数が多く読みづらい部分があるので、当事者がどのようなところに不

便を感じるかヒアリングする等、意見を聞いて取り入れてみてはどうか。 

・ また、最初に相談したときにどのような対応をされたかで、その後「また

相談してみよう」となるのか「もう相談しない」となるのか決まる。自由記

載欄意見でも、親身な対応に感謝する声など、良いことが書いてある。窓口

の職員も忙しいだろうが、努めて親身な対応をしてほしい。 
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〇 事務局 

・ いただいたご意見を参考に、今後の事業計画等考えたい。今回資料の基礎

データであるアンケートの集計結果については、膨大なページ数となるため

後日 HP 上に掲載する予定。次回は８月下旬に計画素案確認のため、WG 開催

予定。 

○ 加藤議長 

・ これで WGを終了とする。 


